















たちである。インド外交職出身者が NSA である時には NSA、それ以外の時は外務次官がその役にある
とみなした。インド外交職出身の NSA を外務次官より上位とするのは、NSA がインド外交職としての
先輩にあたることを考慮したためである。
A. B. ヴァージペーイー政権（インド人民党：1998 年 3 月～2004 年 5 月）
・1998 年 11 月～2004 年 5 月：ブラジェーシュ・ミシュラ（主席補佐官兼 NSA）
マンモーハン・シン政権（国民会議派：2004 年 5 月～2014 年 5 月）
・2004 年 5 月～2005 年 1 月：J. N. ディクシット（NSA）
・2005 年 1 月～2006 年 7 月：シャム・サラン（外務次官）注 1
・2006 年 10 月～2014 年 5 月：シヴシャンカル・メノン（外務次官、NSA）注 2
ナレンドラ・モディ政権（インド人民党：2014 年 5 月～）
・2015 年 1 月～：S. ジャイシャンカル（外務次官）
注 1：サランが外務次官に着任したのは 2004 年 7 月。
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ー大学で修士号を取得後にインド外務省に入職してスピード出世を重ね、在イスラエル、スリランカ、
中国、パキスタンでの大使を続けて務めた後、2006 年 10 月から 2009 年 7 月まで外務次官を務め、退
職後の 2010 年 1 月に NSA に着任し、国民会議派中心の政権からインド人民党中心の政権へと交代する











　第 1 章から第 5 章では、各章 1 つの事例を取り上げており、それぞれの経緯や筆者の理解が綴られて
いる。結語では、インドの対外政策に関する著者の見解が記されている。
　以下では、印米原子力協力に関する第 2 章と、第 6 章の結語、それと中国との関係についての第 1 章
の一部を紹介したい。




























































えでも役に立つ。前任者であるシャム・サラン元外務次官が 2017 年に出版した『How India Sees the 
World : Kautilya to the 21st Century（インドはいかに世界を見るか：カウティリヤから 21 世紀まで）』2 と
併せて、インドの対外政策に関心を持つ者にとっての必読書と言えよう。
 （たまり　かずとし　客員研究員、高知県立大学文化学部 講師）
2 　Shyam Saran, How India Sees the World : Kautilya to the 21st Century, New Delhi : Juggernaut, 2017.
